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－神田外語大学 CLS10 周年記念－ 

70 年代は生成文法と日本語記述研究

が相互に学び高め合った蜜月時代。当

時の成果と研究手法を再認識しつつ、

それ以降に培った理論的視点と記述的

発展から、今後の日本語統語研究の可

能性と方向性を提示し、文法理論研究

の醍醐味を伝えます。両分野の相互恩

恵関係が、時を越え、理論の新展開を

受け、次元を改め、新たにスタートし

ます。 


